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1. 平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 430,721 △8.9 16,086 △9.7 16,886 △8.7 11,400 △15.8
24年3月期第3四半期 472,748 △3.1 17,817 △8.2 18,503 △8.0 13,545 1.8

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 13,866百万円 （20.2％） 24年3月期第3四半期 11,533百万円 （△2.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 82.88 ―
24年3月期第3四半期 98.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 415,271 264,126 63.5
24年3月期 442,162 253,012 57.2
（参考） 自己資本 25年3月期第3四半期 263,759百万円 24年3月期 252,774百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
24年3月期第2四半期末配当金の内訳 普通配当 10円00銭 記念配当 10円00銭

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 20.00 ― 10.00 30.00
25年3月期 ― 10.00 ―
25年3月期（予想） 10.00 20.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 585,000 △9.4 20,000 △21.4 20,800 △20.7 12,300 △13.8 89.43



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
(注)詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注1)詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。
(注2)当社及び連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、第１四半期連結会計期間より定率法から定額法に変更しておりますが、
これは四半期連結財務諸表規則第10条の５(会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合)の規定に該当するため、
「会計基準等の改正に伴う会計方針の変更以外の会計方針の変更」と「会計上の見積りの変更」とを「有」にしております。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中であります。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３)平成25年3月期 通期の連結業績予想」をご覧下さい。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 137,738,730 株 24年3月期 137,738,730 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 200,389 株 24年3月期 199,621 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 137,538,735 株 24年3月期3Q 137,539,413 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１)当第３四半期連結累計期間の概況

当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高 430,721 百万円(前年同四半期連結累計期間

(以下、前年同期)比 8.9％減)、営業利益 16,086 百万円(前年同期比 9.7％減)、経常利益 16,886

百万円(前年同期比8.7％減)、四半期純利益11,400百万円(前年同期比15.8％減)となりました。

(２)セグメント別の概況

電子デバイスシステム

半導体製造装置は、大手ファウンドリが積極的な投資を行ったものの、米国市場向けが設備

投資計画の見直しにより減少し、エッチング装置は微減となりました。測長ＳＥＭは、海外大

手半導体メーカーによる設備投資の拡大により、アジア市場向けを中心に、大幅に増加しまし

た。チップマウンタは、アジア市場におけるモバイル関連機器の大型設備投資があったものの、

国内市場を中心に設備投資が抑制され減少しました。ダイボンダは、アジア市場におけるモバ

イル関連機器用メモリー向けを中心に、需要が増加しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は81,521百万円(前年同期比9.4％増)、経常利益は11,234

百万円(前年同期比 65.8％増)となりました。

ファインテックシステム

ＦＰＤ関連製造装置は、中国市場におけるテレビ用液晶パネル製造設備投資の延期等により、

露光装置を中心に大幅に減少しました。ハードディスク関連製造装置は、パソコン需要の低迷

等により、増産対応の投資計画は延期となったものの、高密度化対応の性能改善や生産性向上

の投資等により、全体では横ばいとなりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は 9,537 百万円(前年同期比 44.4％減)、経常損失は 4,286

百万円(前年同期は 4,230 百万円の経常損失)となりました。

科学・医用システム

分析計測機器・解析装置は、震災により影響を受けた生産体制は正常化したものの、国内市

況の悪化等により減少しました。医用分析装置は、同じく生産体制は正常化したものの、欧州

債務危機の影響等により、海外市場向けを中心に減少しました。ＤＮＡシーケンサは、第二世

代シーケンサの需要減等により、減少しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は94,123百万円(前年同期比10.2％減)、経常利益は9,543

百万円(前年同期比 37.1％減)となりました。

産業・ＩＴシステム

自動組立システムは、顧客の海外製造拠点での活発な投資を受け、自動車部品組立用システ

ムが増加しました。ハードディスクドライブは、業界再編の影響を受けたものの、震災等によ

るサプライチェーンの停滞から高級自動車向けカーナビゲーション用を中心に需要が回復した

ことにより、ほぼ横ばいに推移しました。通信用機器は、米国市場向け携帯電話が新製品投入

後の反動等により、大幅に減少しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は 72,066 百万円(前年同期比 16.1％減)、経常利益は 328

百万円(前年同期は 18 百万円の経常損失)となりました。
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先端産業部材

工業材料は、欧州債務危機の影響等による中国市場の低迷を受け、鉄鋼や樹脂が減少しまし

た。太陽電池用部材は、欧州、中国等の市況悪化を受け、大幅に減少しました。液晶関連部材

は、国内主要顧客において液晶パネルの大幅な生産調整が入った影響等により、大幅に減少し

ました。シリコンウェーハは、民生分野の市況低迷により、国内主要顧客におけるデバイスの

生産調整の影響を受け、低調に推移しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は 178,059 百万円(前年同期比 9.9％減)、経常利益は 474

百万円(前年同期比 32.9％減)となりました。

(３)平成 25 年３月期 通期の連結業績予想

世界経済は、米国では財政の崖問題は一旦回避されたものの不安定な状況であり、欧州では

債務危機が長期化するなか、中国などの新興国経済にも影響が波及し、全体的に減速の動きが

強まっております。一方、日本経済は、金融緩和や公共投資拡大などが予想されるものの、円

安によるエネルギー価格の上昇などにより、不透明な状況が続くと予想されます。

当社を取り巻く環境は、半導体製造装置市場では、停滞するパソコン市場に対し、スマート

フォンやタブレット端末などのモバイル関連機器市場向けは、比較的堅調に推移する見込みで

すが、世界経済の減速を受け、主要半導体メーカーが設備投資に対し、より慎重な姿勢をみせ

ていることから、厳しい状況が続くと予想されます。ＦＰＤ関連製造装置市場では、モバイル

端末向けの中小型液晶や有機ＥＬパネルについては今後の高い成長が期待されるものの、大型

の有機ＥＬパネルは技術的課題も多く、本格的な立ち上げには時間がかかると予想されます。

ハードディスク関連製造装置市場では、パソコン向けハードディスクドライブの需要低迷によ

り、設備投資が延期となっております。科学・医用システム関連市場では、欧州債務危機や中

国経済成長の鈍化による需要の減少が懸念されます。産業・ＩＴシステム、先端産業部材では、

マクロ経済の成長鈍化により、顧客の投資や原材料・部材などの需要が頭打ちになっており、

本格的な回復には時間がかかると予想されます。

以上により、当社は平成 25 年３月期で、売上高 585,000 百万円(前期比 9.4％減)、営業利益

20,000百万円(前期比 21.4％減)、経常利益 20,800百万円(前期比 20.7％減)、当期純利益 12,300

百万円(前期比 13.8％減)を連結業績予想としております。

今後とも、ハイテク・ソリューション事業におけるグローバルトップを目指すとともに、最

先端・最前線の事業創造企業として、顧客及び市場のニーズにスピーディーに対応し、業績予

想の達成を目指してまいります。
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(４)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より

4,104 百万円減少し、117,494 百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下の通り

です。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が減少したこと、売上債

権、たな卸資産、仕入債務の運転資金増減が支出に転じたこと、その他の資産・負債の増減に

よる支出が増加したこと、法人税等の支払額が増加したこと等により前年同四半期連結累計期

間(以下、前年同期)に比べ 27,220 百万円減少し、2,222 百万円の支出となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得による支出が増加した

一方で、投資有価証券の売却及び償還による収入があったこと、その他の資金運用による収入

が増加したこと等により、前年同期に比べ 8,227 百万円増加し、483 百万円の支出となりました。

以上により、営業活動によるキャッシュ･フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合計

したフリー・キャッシュ・フローは前年同期に比べ 18,993 百万円減少し、2,705 百万円の支出

となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ配当金の支払が減少したこと等によ

り 1,371 百万円増加し、2,757 百万円の支出となりました。

当社グループ財務政策として、業容拡大に伴う運転資金及び研究開発投資・設備投資に対応

するための適切な流動性の維持と資金の確保、並びに健全なバランスシートの維持を図りつつ、

財務基盤の強化を行ってまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(１)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①原価差異の繰延処理

操業度により発生した原価差異に関して、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合は、当

該原価差異を流動資産又は流動負債｢その他｣として繰り延べております。

②税金費用の計算

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

従来、当社及び連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、主として定率法によってお

りましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

当社では、前連結会計年度に平成 25年度を最終年度とする｢日立ハイテク中期経営計画 2013｣を策定

しております。当該中期経営計画実現への取り組みとして前連結会計年度より、４つの事業統括本部

制を導入し、併せて、経営戦略、営業、研究開発、モノづくり等の機能については、横断的組織を設

置し全社最適経営を推進してきました。当該取り組みにより、事業連結統括本部ベースでの設備投資

意思決定と経営資源を有効活用した生産が当連結会計年度において実現しております。具体的には複

数製造拠点で分散保有していた製造設備を一製造拠点へ集約化することにより、当該設備の生産効率

の向上と安定稼働が実現しております。また、多様化する顧客ニーズに対応した汎用的な評価設備の

導入により、評価設備の安定稼働が実現しております。

さらに、主要製造拠点の那珂地区において推進中である最適生産体制の構築を目的としたモノづく

り改革を中心とする総合整備計画や、東日本大震災を契機とした復興投資計画において更なる生産体

制の集約と平準化に取り組んでおります。

以上を背景に有形固定資産の稼働状況を見直した結果、今後は設備の安定的な稼働ならびに投資効

果や収益に対する長期安定的な貢献が見込まれることから、当社及び連結子会社の有形固定資産の減

価償却方法を定額法に変更することが使用実態をより適切に反映すると判断するに至りました。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の減価償却費は 1,779

百万円減少し、営業利益は1,408百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 1,436

百万円増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表
(１)四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,293 23,440

受取手形及び売掛金 130,038 107,752

有価証券 578 76

商品及び製品 30,834 31,719

仕掛品 34,176 37,155

原材料 3,552 3,708

関係会社預け金 98,831 97,184

その他 33,913 25,933

貸倒引当金 △1,451 △777

流動資産合計 353,765 326,189

固定資産

有形固定資産 59,685 61,721

無形固定資産

のれん 776 537

その他 5,499 5,646

無形固定資産合計 6,275 6,183

投資その他の資産

その他 22,779 21,503

貸倒引当金 △342 △325

投資その他の資産合計 22,437 21,178

固定資産合計 88,397 89,082

資産合計 442,162 415,271
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 105,484 80,189

未払法人税等 8,489 2,631

製品保証引当金 2,397 2,436

その他 45,174 37,377

流動負債合計 161,545 122,633

固定負債

退職給付引当金 26,576 27,516

役員退職慰労引当金 289 202

その他 740 794

固定負債合計 27,605 28,511

負債合計 189,150 151,145

純資産の部

株主資本

資本金 7,938 7,938

資本剰余金 35,745 35,745

利益剰余金 211,059 219,708

自己株式 △326 △327

株主資本合計 254,416 263,064

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,798 4,582

繰延ヘッジ損益 △278 △536

為替換算調整勘定 △5,162 △3,351

その他の包括利益累計額合計 △1,642 695

少数株主持分 237 367

純資産合計 253,012 264,126

負債純資産合計 442,162 415,271
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(２)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 472,748 430,721

売上原価 390,829 351,843

売上総利益 81,920 78,878

販売費及び一般管理費 64,103 62,792

営業利益 17,817 16,086

営業外収益

受取利息 294 383

受取配当金 132 149

為替差益 209 233

雑収入 519 410

営業外収益合計 1,153 1,175

営業外費用

支払利息 52 44

固定資産処分損 271 174

雑損失 143 155

営業外費用合計 467 374

経常利益 18,503 16,886

特別利益

投資有価証券売却益 59 21

保険差益 4,097 －

固定資産売却益 3 －

会員権売却益 5 －

特別利益合計 4,164 21

特別損失

事業構造改善費用 － 151

減損損失 97 60

投資有価証券評価損 2 4

災害による損失 580 －

特別損失合計 679 214

税金等調整前四半期純利益 21,988 16,693

法人税等 8,377 5,176

少数株主損益調整前四半期純利益 13,611 11,517

少数株主利益 67 117

四半期純利益 13,545 11,400
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 13,611 11,517

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △233 785

繰延ヘッジ損益 131 △259

為替換算調整勘定 △1,976 1,824

その他の包括利益合計 △2,078 2,350

四半期包括利益 11,533 13,866

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,470 13,737

少数株主に係る四半期包括利益 63 129
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(３)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 21,988 16,693

減価償却費 6,411 5,613

減損損失 97 60

のれん償却額 239 239

退職給付引当金の増減額（△は減少） 626 891

その他の引当金の増減額（△は減少） △948 △872

受取利息及び受取配当金 △426 △532

支払利息 52 44

売上債権の増減額（△は増加） 10,096 23,654

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,030 △4,771

仕入債務の増減額（△は減少） 4,664 △26,690

その他の資産・負債の増減額 △2,792 △5,921

その他 158 202

小計 30,136 8,611

利息及び配当金の受取額 402 529

利息の支払額 △14 △15

法人税等の支払額 △5,527 △11,347

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,998 △2,222

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 5 －

有価証券の売却及び償還による収入 1 500

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,249 △8,979

有形及び無形固定資産の売却による収入 75 181

投資有価証券の取得による支出 △243 △100

投資有価証券の売却及び償還による収入 138 1,041

会員権の取得による支出 － △11

会員権の売却による収入 11 1

貸付けによる支出 － △33

貸付金の回収による収入 － 33

その他 △2,447 6,884

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,710 △483

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △4,118 △2,750

その他 △10 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,128 △2,757

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,967 1,357

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,193 △4,104

現金及び現金同等物の期首残高 107,704 121,598

現金及び現金同等物の四半期末残高 117,898 117,494
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(４)継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(５)セグメント情報等

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日)

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

電子デバイス
システム

ファイン
テック

システム

科学・医用
システム

産業・ＩＴ
システム

先端産業
部材

計

売 上 高

外部顧客への売上高 74,258 17,135 103,940 80,715 196,096 472,144 604 472,748 － 472,748

セグメント間の内部
売上高又は振替高

235 16 892 5,171 1,471 7,786 2,839 10,625 △10,625 －

計 74,493 17,151 104,832 85,886 197,567 479,930 3,443 483,373 △10,625 472,748

セグメント利益
又は損失(△)

6,774 △4,230 15,183 △18 706 18,416 △705 17,710 793 18,503

(注)｢その他｣の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、間接補助事業等を含んでおります。

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

(注)その他の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

③報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

｢その他｣の区分の損失 △705

△67

セグメント間取引消去 △11

配分していない全社ののれんの償却額

四半期連結損益計算書の経常利益

その他の調整額(注)

利益 金額

報告セグメント計 18,416

284

四半期連結
損益計算書

計上額

報告セグメント

その他
(注)

社内借入金に対する利子の戻入額 588

合計 調整額

18,503
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当第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

電子デバイス
システム

ファイン
テック

システム

科学・医用
システム

産業・ＩＴ
システム

先端産業
部材

計

売 上 高

外部顧客への売上高 81,488 9,535 93,390 69,332 176,451 430,197 525 430,721 － 430,721

セグメント間の内部
売上高又は振替高

33 1 733 2,734 1,608 5,109 2,641 7,750 △7,750 －

計 81,521 9,537 94,123 72,066 178,059 435,306 3,165 438,471 △7,750 430,721

セグメント利益
又は損失(△)

11,234 △4,286 9,543 328 474 17,292 △1,771 15,521 1,365 16,886

(注)｢その他｣の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、間接補助事業等を含んでおります。

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

(注)その他の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

③報告セグメントの変更等に関する事項

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

会計方針の変更等に記載の通り、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の減価償却方法を変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益は、電子デバイスシステムで704百

万円、科学・医用システムで479百万円、産業・ＩＴシステムで62百万円、先端産業部材で71百万円それぞれ増加し、同期間のセグメ

ント損失は、ファインテックシステムで88百万円、その他で32百万円それぞれ減少しております。

④報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

(６)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

配分していない全社ののれんの償却額 △67

その他の調整額(注) 788

四半期連結損益計算書の経常利益 16,886

489社内借入金に対する利子の戻入額

配分した事業構造改善費用の戻入額 151

利益 金額

報告セグメント計 17,292

｢その他｣の区分の損失 △1,771

セグメント間取引消去 5

四半期連結
損益計算書

計上額
合計 調整額

報告セグメント

その他
(注)
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